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I. 背景と目的 
平成９年版の厚生白書１）において「高齢者の生活の質」の重要性が指摘されて以来高齢者のケア

プログラムの計画実践に、「生活の質」の維持向上は重要な要素の一つであると考えられている。介護サ

ービスにおいては様々な工夫がなされたプログラムが提供されている。その中の一つに園芸療法プログ

ラムがある。 
古代エジプト時代に２）園芸療法の実践の記録が残されている。１８世紀にはヨーロッパの精神科ケア

の変化３）４）とともに園芸療法実践のプログラム内容は充実していった。アメリカ合衆国では、この療法の対

象者の幅が広がり裾野を広げた。高齢者のための実践は１９５１年に始まった５） 。日本では明治時代に

府立松沢病院にてヨーロッパ留学から帰朝した院長呉秀三により治療法の一環として導入されたが、現

在は治療法の変化などにより積極的に実践されてはいない６）。一般に知られたのは１９９０年代とされ７）、

現在高齢者向けプログラムを含め様々な場へと導入され、効果が期待されている８）。しかしこの療法の効

果に関する研究特に実証的な検証をした研究の数は少ない７）。その内容、定義について認知度の低い

園芸療法プログラムを広めていくためにはその効果に関する検討は不可欠である。本研究は園芸療法

の効果検討の一環として通所介護施設利用者が園芸活動プログラムに参加することにより起こる日常生

活活動度、及び精神的健康度の変化を検討する 
II. 研究方法 

 A 県内 B 地域ケアプラザで介入研究を行った。同地域ケアプラザの園芸活動プログラムに参加し、

承諾を得られた利用者を実施群とし、非実施群を同地域ケアプラザの承諾を得られたデイサービス利用

者 と し た 。 プ ロ グ ラ ム 開 始 お よ び 終 了 時 に 聞 き 取 り 調 査 を 行 っ た 。 開 始 時 の 二 群 間 の 差 を

Mann-Whitney 検定、t 検定、カイ二乗検定で検討した。また実施群、非実施群それぞれの介入前後

の得点差を Wilcoxon 符号付き検定で分析した。調査項目は性、年齢、介護度、居住形態、園芸に関す

る興味と関心などの基本属性と日常生活活動度、及び精神的健康度を評価するものとして、老研式活動

能力指標９）WHO-５精神的健康状態表（WHO-５）10)Geriatric Depression Scale-1５１１）（GDS-15）日

常生活動作効力感尺度１２）を使用した。介入プログラムは１６種類の蔬菜の播種から加工、６種類の花卉

の育苗を主体に、植え込みから管理、加工までの一連の園芸作業とした。 
III. 結果 

対象者（実施群 N=７ 非実施群 N=10）はすべて女性となった。二群間では、基本属性のうち年齢

にのみ大きな差がみられた。また開始時の GDS-１５に有意な差があり、非実施群が高い抑うつ得点を示

した。各群の介入前後の尺度得点を比較すると実施群では WHO-5 と自己効力感尺度で有意な上昇が

見られた。非実施群では老研式活動能力指標下位尺度―社会的役割で有意な低下が見られた。 
IV.  考察 
  今回の調査結果で実施群に WHO-５の得点に有意な上昇があった。WHO-5 は精神的健康状態を

測定評価するものである。個人の精神的健康は自身の生活に対する満足度にも影響をうけるであろう。

Riddick と Daniel１３）は園芸を含む余暇活動と女性の生活満足度との間に強い正の相関があることを示

唆する報告をしている。今回も園芸活動プログラムが有効な余暇活動として利用者の生活満足度を上昇

させ良好な精神的健康状態に導いた可能性はあるだろう。Shepard１４）らは高齢者の精神的健康に適度

な運動が有効であると述べているが、園芸活動の運動効果 7) 14) 15)が今回の利用者に良好に働いたとい

う可能性も考えられる。また自己効力感尺度で上昇が見られた。園芸活動プログラムのなかの収穫、加

工の体験は植物を成長させ、育て上げたという成功体験を対象者に与えることになった可能性がある。こ

れは Bandura１６）のいう自己効力感上昇につながる成功体験であると思われる。また園芸活動にともなう



 

植物の管理に責任を負うことも効力感の上昇につながったと思われる。Rodin17)は鉢植え植物など自分

の身辺管理を付託された施設高齢者の生活活動が自己効力感上昇によりもたらされたと推察される積極

的なものへと変化したことを報告している。今回 IADL を含む高次の活動能力の尺度が非実施群で有意

に低下した。一方実施群では変化しなかったが、実施群では IADL を含む高次の活動能力が維持され

たという推察も可能であろう。これは安川 18)19)の報告とも一致する。IADL と抑うつ状態には関連が強い

ことは報告されている 20)21)22)ので開始時にうつ症状の多かった非実施群には IADL 低下のリスクが高か

ったことも考えられる。精神的健康度、自己効力感の低さは高齢者の「生活の質」維持向上の阻害要因

に挙げられている 22)23)。園芸活動プログラムはこれらの阻害要因の力を軽減するのに有効であると今調

査により推察することは可能なように思われる。しかし今回の調査は対象者数また調査項目とも少なくこ

の結果から園芸活動プログラムの効果を結論づけることは難しい。今後さらに大規模な調査が必要であ

ろう。 
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